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【論文内容の要旨】 
 本論文は、２０世紀アメリカ文学を代表するユダヤ系作家ソール・ベローの長・中編小説全１４作品を、「社会
移動」、「階級意識」の観点から考察したものである。序論、５章からなる本論、本論の補遺にあたる終章、およ
び結論から構成され、後注と参考文献リストを含め全体で２９７ページ、４００字詰め原稿用紙換算で約９００
枚に相当する。 
本論文は作品発表の時系列順ではなく、各作品の主人公を社会移動と階級意識の観点から５つのタイプに分類
し考察を展開させている。 
第１章では、『宙ぶらりんの男』、『犠牲者』、『雨の王ヘンダソン』を取り上げ、階級移動そのもののありようは
異なるものの、「階級意識の揺らぎ」という経験を共有する３人の主人公たちがどのように現実を受容していくか
についてのプロセスを詳細な読みを通じて解き明かしている。 
 第２章では、『この日をつかめ』、『ハーツォグ』、『サムラー氏の惑星』が取り上げられ、主人公たちが経験する
「階級の下降」を精神的自己回復の契機と解釈し、これら３作品の主人公たちが自己愛から他者愛への心境を変
化させる点に肯定的読みの可能性を提示している。 
 第３章は、『オーギー・マーチの冒険』と『心の痛みで死ぬ人たち』を取り上げ、「階級上昇を拒否」した中心
人物に焦点を当てる。とくに、彼らが社会上昇を果たす代償としてユダヤ的共同体を放棄することを迫られ、そ
れを危惧した結果、階級上昇の拒否を選択し、現実世界から一時逃避するという物語展開に２つの文化・世界を
生きる移民２世たちの意識の揺れを読み取っている。 
 第４章では、『フンボルトの贈り物』、『ベラローザ・コネクション』、『盗み』が論じられ、主人公が経験する「階
級の上昇と苦悩」が転落の人生へと導く引き金になるという物語が超格差社会アメリカの成功と没落の現実を活
写していることを、テクストの詳細な読みにより解明している。 
 第５章においては、『学生部長の１２月』、『アクチュアル』、『ラヴェルスタイン』というベロー円熟期から晩年
の作品が選ばれ、社会上昇を達成した主人公が、その地位を放棄することで精神的気高さを保つ道を選択し、同
時にそれが新たな自己確認にもつながることや、社会的成功とユダヤ人としての自己の再認識が「脱階級」とも
いえる超越的境地によって表現されることが考察される。 
【論文審査の結果の要旨】 
 本論文は、ユダヤ系アメリカ文学研究、およびソール・ベロー小説研究においてこれまで十分に論じられてこ
なかった「階級」に焦点を当て、先行研究の問題点を丹念に指摘し、独自の読みを明快に展開させた研究である。
従来は「疎外」や「アイデンティティの喪失」など使い古された概念に依拠して考察されてきたベロー小説の物
語世界の特質を、「社会移動」や「階級意識」といった社会科学から援用した鍵概念を応用することで、主にユダ
ヤ移民第２世代である作中人物たちのアメリカ人／ユダヤ人としての二重の自己意識と、彼らが目指すアメリカ
社会での自己実現のありよう、また自己実現のプロセスと達成にともなう代償をめぐるダイナミックな社会移動
の物語として再解釈した点に、本論文の独創性を認めることができる。とりわけ、「階級意識の揺らぎ」を経験す
る初期作品の主人公たちの行動や心の動きが、「階級」という視座から新たに前景化されて見えてくる周囲の社会
的状況との対比によって克明に叙述されている点を明らかにした第１章、および円熟期から晩年にかけてのベロ
ーの作家としての自己実現と、ユダヤ系アメリカ人のアメリカ社会への同化の達成および主導権の確立とを重ね
合わせた第５章の考察はこれまで論じられることのなかった重要性を帯びており、ベロー研究またユダヤ系アメ
リカ文学研究に新たな視座を提案した点で評価に値する。 
ただし、本論文において問題点がないわけではない。たしかに「階級意識」の定義に柔軟性をもたせ、ジェン
ダーやエスニシティをも包摂する概念とした点は、作品分析に一貫性を担保するための論述的戦略であったこと
は十分に理解できる。しかし、そうしたやや強引さを伴う包括的考察が却って鍵概念の拡大解釈を誘発してしま
い、流動的な階級意識こそがそもそも移民国家としてのアメリカの現実ではないのかという問題に踏み込まない
まま、あたかもユダヤ系アメリカ人の経験が普遍的なアメリカ人の経験であると単純化して結論づけている点に
ついては、さらなる考察の深化が求められる。また、２０世紀アメリカ社会に関する統計調査や、実地調査の資
料を物語テクストの考察に援用する際に、作品の分析が中断され、記述が脱線する形となり、文学テクストの考
察ではなく、啓蒙的なアメリカ文化・社会の入門書になっている印象を与える部分が散見される点についても改
善の余地がある。 
しかし、これらの点は本論文の本質的価値を損なうものではない。よって、本論文を博士（文学）の学位にふ
さわしいものと認定する。 
